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はじめに 

 メディアが電子化し，パソコンやインターネ

ットが各家庭・個人に普及している。Web によ

る情報発信・入手が一般的になり，住民のＩＣ

Ｔスキルも向上している。こうしたインターネ

ットに代表される変化に，社会は大きく構造転

換しているが，図書館サービスはどこまで対応

できているのだろう。 

 本プロジェクト(漆原宏写真集『ぼくは，図

書館がすき』(JLA 2013)の編集協力をきっかけ

として，「ユーザーと業界が元気になる」を目

標に，2016 年秋から活動開始)では，調査する

住民の立場から，未来の図書館を概観し，次

に，自宅からの DB 利用の必要性を述べた 1)-

2)。これは，地域における館種を超えた連携 3)

を発展させたものである。 

 今回は，インターネット後の公立図書館にお

ける重点サービスとして，情報リテラシー支援

と，地域資料のデジタル化を取りあげる。2 つ

の図書館サービスを提供する際，明らかにすべ

き事項は，サービスの構築，内容，対象，需

要，提供方法，図書館員や自治体職員の意識改

革などが考えられる(本日で取り上げることが

できない事項については，後日の論文でまとめ

たい)。 

 

1.調査する住民 

 最初に，「調査」とは何か，「調査する住民」

とは誰かを改めて考える。 

 

1)「調査する」とは何か 

 調査とは，「ある事柄を明確にするためにし

らべること」4)，「物事の実態・動向などを明確

にするために調べること」5)，「ある事柄の実

態・事実関係などをはっきりさせるために調べ

ること」6)である。調査とは，事柄や物事につ

いて，実態，動向，事実関係をはっきりさせる

ことといえる。 

 例えば，今日は愉しいことがあったので，夕

食は外食にしようと決定し，どんなお店が良い

かをググって複数候補をピックアップして，お

店の公式サイトやグルメサイトを参照して，メ

ニューや値段を比較・評価・選択し，お店まで

の交通経路や所要時間をスケジュールし，同伴

者に連絡する。この一連の流れも立派な調査と

いえる。 

 

2)「調査する住民」とは何か 

 住民生活におけるこうした調査は，学術的な

調査・研究と一線を期するものの，教育・研究

機関の研究者や在野研究者などによる調査，そ

して，図書館利用者の図書館を通しての調査要

求と同様に，広義の調査であり，調査の有用

性・動機・目的も明確である。 

 『独学大全』7)は，異例のヒットとなってい

るが 8)，本文中の 41 か所で言及される知的営

為，その行為者には調査する住民も含まれると

考えられる。また，書誌への言及は，調査を仕

事とする図書館員的には大いに納得できる。 

知的営為を分類し無用の垣根と階梯を設け

ることは、益よりも害が多い・・・「学習」

と「研究」を別物だと分断するより、同じ

知的営為という連続体の一部としてみなし

た方が得られるものは大きい。(Kindle 位

置 No376/7408) 

極言すれば、書誌なしに知的営為を続ける

ことは、誰かに準備してもらった教材を与

えられることを含めて、独学に必要な学習

資源との出会いを、ひいては独学の成否そ

のものを、〈偶然〉に依存すること、運任せ

にすることに他ならない。(Kindle 位置

No2119/7408) 

 

2.情報リテラシー支援 

 図書館の所蔵資料は，以下の通り，あらゆる

調査に対応可能な質と量を，個々の図書館の総

体として備えている 9 p.1)。 

 公共図書館はあらゆる人に開かれた、地

域の中で最も良く利用される公共施設の一

つであり，その所蔵資料は、人類の知のあ

らゆる領域に及んでおり，暮らしやすく、

元気なまちづくりが求められる中で、公共

図書館は、その施設と資料の一層の活用に

より、読書推進という役割に加えて、住民

の生活や地域の産業に役立つサービスを提

供するなど、さまざまなやり方でまちづく

りに貢献することが期待されている。 



 総体としての蔵書を住民が利用するために

は，課題を設定し，求める資料を効率的に探し

出して入手するためには，図書館やインターネ

ットでの，適切な手段や仕組みが必要となる。

そこで，情報リテラシーの出番となる。 

 

1)情報リテラシーとは 

 情報リテラシーは以下のように，情報技術を

使いこなす能力と，情報を読み解き活用する能

力と，2 つに分けて定義される 10)。 

文字を読み書きする能力を意味するリテラ

シーLiteracy から派生し、「情報技術を使

いこなす能力」と「情報を読み解き活用す

る能力」の二つの意味をもつ。「情報技術を

使いこなす能力」(アンダーラインは筆者)

とは、コンピュータや各種のアプリケーシ

ョン・ソフト（特定の作業のためのソフト

ウェア）、コンピュータ・ネットワークなど

の IT（情報技術）を利用して、データを作

成、整理したり、インターネットでさまざ

まな情報を検索したり、プログラムを組む

ことのできる能力をさす。コンピュータ・

リテラシーとよばれることもあり、IT の分

野で情報リテラシーという場合は、こちら

を意味していることが多い。一方の「情報

を読み解き活用する能力」(アンダーライン

は筆者)は、広義の情報リテラシーと位置づ

けられる。テレビ、ラジオ、新聞、雑誌な

どさまざまなメディアから発信される情報

の役割や特性、影響力などを理解する力、

および自ら情報を収集、評価、整理し、表

現、発信する能力など、情報の取扱いに関

するさまざまな知識と能力のことをさし、

メディアリテラシーともよばれる。学校教

育の現場などでは、おもにこの意味で使わ

れる。 

 高校に教科として「情報」が入った 2003 年

には 3 科目だった。コンピュータの基礎技能と

情報活用の実践力に重点を置いた「情報Ａ」，

情報の科学的理解と機能や仕組みに重点をおい

た「情報Ｂ」，情報社会に参画する態度を育て

ることに重点をおいた「情報Ｃ」である 11)。

現在は「社会と情報」と「情報の科学」の２科

目となっている 12)。2つの科目と 2 つの定義が

ペアになっている。 

 高校生が学んでいる内容について，高校生と

の理解の程度に差があるとしても，年齢に関係

なく，一般住民も図書館員も了解しているべき

だろう。特に，住民と行政職員の情報リテラシ

ーを支援し，インストラクターともなる図書館

員は，現時点では職務として存在していなくと

も，今後の需要を先読みして，職場としても，

情報のプロを目指す図書館員としても，早急な

対処が必要である。住民要求とのギャップが取

り返しのつかないほど大きくなれば，図書館が

住民や行政や社会から見放されるだろう。 

 

2)情報リテラシー関連図書 

 一般人・学生向けから図書館員向けまで，情

報リテラシー関連図書は数えきれない。最近購

入したものを数点あげる。課題設定やアウトプ

ットには，論文作法や情報発信技術 13)-15)，資

料を効率的に探して入手するには情報探索法
16)-17)に習熟するのが良いだろう。 

 

3.地域資料のデジタル化 

 前の章で引用した「住民の生活や地域の産業

に役立つサービスを提供する」18 p.1)からも，

従来からのサービスとしても，地方創生や地域

活性化などの文脈でも，地域資料の収集，提

供，デジタル化の重要性は，ますます大きくな

っている。 

 

1)地域資料とは 

 地域資料は，図書館法でも郷土資料と地方行

政資料とあるが，その 2 つを包含し，以下のよ

うに定義される 19)。 

 郷土資料は，図書館資料の種類の一つ

で，図書館の所在する地域や自治体に関係

する資料．以前は，郷土史に関する資料と

みなされた．地域資料ともいう．現在の公

共図書館は，その地域についての資料を責

任を持って収集することが業務の一つとし

て位置付けられており，それらのレファレ

ンス質問に答えることも重要な業務となっ

ている．収集対象地域には，近隣や県下を

含めることもある．内容的には，郷土に関

係した資料という場合と，郷土人や出身者

による著書や郷土での出版物，さらに古文

書や出土品などまで含める場合がある．ま

た，行政資料を，郷土資料の一部とする場

合と別に扱う場合とがある． 

 行政資料は，政府機関や地方自治体およ

びその類縁機関，国際機関が刊行した資



料．各機関の資料に基づいて作成された民

間の出版物を含めることもある．一般に行

政資料という捉え方は，公共図書館が当該

自治体の資料を収集，提供，保存するとき

に用いられる．独立したコレクションであ

る場合と郷土資料の一部となる場合とがあ

る． 

 地域資料に関する収集の状況・方針・整理・

所蔵の調査には，全国公共図書館協議会による

「公立図書館における地域資料サービスに関す

る実態調査報告書」(2018)などがあり，サービ

ス状況を把握できる 20 p.41-66)。デジタル化につ

いて，デジタル化の方法，目的，課題，対象資

料が簡潔にまとめられている 21 p.233-235)。 

 

2)デジタル化とは何か 

 デジタル化において，図書館員は監修者とし

ての役割に軸足を移し，住民と連携して，住民

の力を活用し，住民の創ったコンテンツやもの

を収集・保存・発信し，その利用・活用も支援

する。利用者が利用しやすい仕組みとしてのプ

ラットフォームには，サービスプロバイダーや

機関リポジトリ，民間システムの ADEAC22)，

NDL のジャパンサーチ 23)などがある。図書館

は，地域にある広義のコンテンツプロバイダー

や，地域の大学の先行システムも統合して，先

行研究 24)-33)を参考にシステムを構築し，地域

の事業全体に責任をもつこともできる。 

  

4.重点サービスの提案 

 情報リテラシー支援については，発表者の授

業シラバス「図書館情報学」，「図書館情報技術

論」の 2 件と，地域資料のデジタル化について

は，個人的経験から具体例を示す。 

 

1)情報リテラシー支援 

 以下のシラバス内容の修得で，住民自身によ

るセルフレファレンス 34 p.19-24)と，図書館員の

インストラクター化をゴールとしたい。演習課

題として学術論文の探索，入手，抄録作成(2

回，講評をつけて返却)を課している。 

 

1-1)「図書館情報学」のシラバス 

授業の目標 

a)社会生活における課題発見とその解決のため

に，情報を正しく理解して活用する能力を

身につける。 

b)情報活用能力を身につけるために，情報メデ

ィアと，情報の組織的な提供機関である図

書館の基礎的な 

事項について，その特徴や仕組みを知る。 

c)情報の収集・加工・発信の基礎的な演習によ

り，情報メディアと図書館を活用するため

の理解を深める。 

各回の内容と目標 

1)実践的ツールとしての「図書館・情報学」 

 目標：「図書館・情報学」の有効性を理解す

る。Q 図書館の活用，Q 学術論文とは 

2)メディアを組織化して利用者に提供する仕組

みとしての「図書館」 

 目標：メディアを組織化して利用者に提供す

る「図書館」の仕組みを知る。図書館の仕

組みや特徴を理解することによって，有効

に図書館を活用できるようになる。Q 図書

館の機能，Q 貸出冊数の意味 

3)情報を蓄積し伝達する図書，雑誌，インター

ネットなどの「情報メディア」 

 目標：情報を蓄積し伝達する図書，雑誌，イ

ンターネットなどの図書館で提供される各

種の「情報メディア」の特徴を理解する。

情報メディアの仕組みや特徴を理解するこ

とによって，有効に学術情報を活用できる

ようになる。Q メディア比較，Q 蔵書構成 

4)情報メディアの収集，提供，保管を行うため

の「資料組織」 

 目標：図書館で提供している情報メディアを

効果的に活用するために，図書館資料への

アクセス方法の仕組みを理解する。図書館

資料の組織化について理解することによっ

て，学術情報をより効果的に活用できるよ

うになる。Q 分類の仕組み，Q 総合目録の

仕組み 

5)データベースやインターネットで情報を探

索・入手するための「情報検索」 

 目標：情報へのアクセス方法の技術と，情報

の入手方法について理解する。情報検索の

具体例を知ることによって，課題探索を効

果的に行うことができるようになる。Q ツ

ールの比較，Q 文献の入手と要約 

6)社会人に必要なコミュニケーション技術とし

ての「情報発信」 

 目標：課題を発見し，情報を入手し，情報を

効果的に発信する方法について理解する。 

Q 引用の方法，Q 著作権の解釈 



 

1-2)「図書館情報技術論」のシラバス 

授業の目標 

1)図書館業務に必要とされる情報技術の理解 

 図書館の種類と機能とは 

 図書館で使われている情報技術とは 

2)サービスと管理運営への活用を説明できる 

 サービスと管理運営とは 

3)情報技術の展開と課題に対応できる 

 変容する図書館の役割：情報拠点 

 まちづくり,生涯学習,地方自治,情報社会 

4)図書館とインターネットの活用に習熟する 

 自分にも活用可能な情報[通信]技術 

 情報の獲得と発信,情報化社会へ上手な対応 

各回の内容 

01 情報技術と図書館 

02 コンピュータとネットワークの基礎 

03-04 図書館における情報技術活用の現状 

05 インターネットによる情報発信 

06 電子資料とデジタル化 

07 情報検索とデータベース 

08-10 図書館業務システム 

11 コンピュータシステムの管理 

12-13 最新の情報技術と図書館 

 

2)地域資料のデジタル化 

 近所で親しく付き合っている高齢の方から，

戦争前後の学制や，学徒動員と故郷まで戻る旧

友との道中，新制大学への入学，小学校の教員

になるまでの経緯など，当時の学生時代や生活

の昔話を聞いた。そこで，当時の詳細を知りた

くなり調査を開始した。「福島の学徒勤労動員

の全て」35)を，ある企業のサイトで全文が公開

されているのをみつけた。福島県内の図書館

は，紙媒体の図書を福島県立図書館(地域書庫/

持出禁止)などの 6 館が所蔵していたが，公開

されている PDF の全文へのリンクなどは見当た

らなかった。プリントアウトして差し上げる

と，回想法ではないが，その方へのインタビュ

ーも載っていて，当時を思い浮かべる良い資料

になった。本のもつ力である。地域資料のデジ

タル化の有効性を示す一例である。 

 デジタル化されると有用な地域の歴史の例も

ある。地域講座で講師をされる方の著書「辻堂

歴史物語」36)は，藤沢市だけに所蔵される地域

資料である。デジタル化できれば地域に関し

て，全分野の貴重な情報源となる。 

 本プロジェクト結成のきっかけとなった「ぼ

くは，図書館がすき：漆原宏写真集」37)-38)

や，以前の写真集 39)のデジタル化は，図書館

内の光景が当時の記録となり，これも有用な地

域資料といえる。肖像権や，公開の方法・シス

テム，利用制限，データ保存などの検討事項は

多いが，小さな地域資料のデジタル化として，

本プロジェクトで対応を検討している。 

 

3)利用要求，実装，課題 

 本日は時間の関係で言及しない 
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